議長　大西宏明理事長　
参加者　理事12名　委任状22名　執行部7名
1.会員名簿発行について
髙橋会長から、会員名簿発行の有無と発行する場合の具体的な内容について、理事会に承認を求められた。
執行部としては5年振りに会員名簿を発行したい意向であり、準備期間が必要であるため発行時期は2011年９月とする。情報提供に関しては、学年理事の方にも出来る範囲でご助力をお願いする。形式は紙媒体で作成する。名簿の記載内容は、従来の項目に加えてそれぞれの会員のメールアドレスを希望者分は掲載する。（正会員以外は前回まではメールアドレスの掲載がなかったが、今回から希望者のみ掲載する。）個別の情報の掲載項目については会員は氏名、所属、勤務先の名称・住所・電話番号とし、現住所については、今回は電話番号は割愛する。準会員（在学生）も、現住所、実家共に、電話番号は不掲載とする。配布予定先は従来通りとするが、配布予定先の全対象者に希望を伺い、申込のあった場合のみ配布とする。今回からナンバリングし、配布先情報を把握した上で管理し、名簿の流出を防ぐ。広告協賛は募集しない。
　以上の提案がなされ、理事会において満場一致で承認される。
2.慶弔規程の「会員」の解釈について
　準会員の逝去に関して、現行の慶弔規程の内容に則って執行する旨が確認された。現行の慶弔規定上の「会員」とは、正会員・特別会員・賛助会員・名誉会員・準会員であり、「会員」を対象とする条項は、全ての会員に執行されなければならないことが確認された。ただし、知りえなかった場合に関してはやむを得ないこととする。
　この審議に関連して、「慶弔規程　第２条　会員、現・旧教授、名誉教授が(以下略)」の「現教授」は既に特別会員であることから、条項中の「現」を削除し、「会員、旧教授、名誉教授が(以下略)」とすることが決議された。
　
3.国外留学助成金の審査・決定
大森学術委員長から、２名の申請者の応募条件及び申請書類に不備が無く、学術局及び執行部会の１次審査を通過していることが述べられた。
続いて、理事会による2次審査が執行され、国外留学助成金交付が決定、承認された。
慶弔規程





第1条　会員の逝去を知り得た場合には、その旨を速やかに事務局に連絡する。


第２条　会員、旧教授、名誉教授が逝去した場合、役員の会葬又は弔電および供花などにより、哀悼の意を表し、後日会報にて全会員に通知する。但し、会員相互で本会の名称を使用する場合には、できるだけ速やかに理事会に報告する。


第３条　会員が逝去した場合の弔意は次のとおりとする。


　　　　①香典金　10,000円


　　　　②供花　　10,000円


　　　　③会葬できない場合　弔電および供花20,000円以内（税込み）


　　　　④後日連絡を受けた場合　①のみ


第4条　会員の災害を知り得た場合には理事会にはかり対処する。


第５条　会員中、破格の栄誉を受けた者は、適宜、理事会にはかり祝意を表し金一封を奉じる。


第６条　本会に対し多大なる貢献を行った者に対して、適宜、理事会にはかり感謝の意を表し、記念品を奉じる。


第７条　その他、必要事項があれば適宜、理事会にはかり決定する。但し、特別な事情により、この基準により難い場合は、会長の判断で処理し、後日理事会に報告し承認を得るものとする。


付　則


　1.この規定は2004年11月22日から施行する。


　2.2010年1月18日、会則一部改正。


　3.2010年11月10日、会則一部改正。
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